
 

追加資料１ （P.2右、P.3右） 
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  資料：第4回道央都市圏パーソントリップ調査（Ｈ18年） 

追加資料２ 自動車の“私用”目的の分類（P.3左「札幌市内の目的別発生集中量の推移」の補足） 



追加資料３ ゴムタイヤ方式地下鉄の費用について（P.3「地下鉄」の補足） 

 

 

（質問） ゴムタイヤ方式を採用している市営地下鉄の建設費や維持管理費は、一般的な鉄

輪の地下鉄と比べるどうなのでしょうか？ 

 

（回答） ゴムタイヤ方式を採用している本市の地下鉄を他都市の鉄輪の地下鉄と比べてみ

ますと、建設費および維持管理費については、以下のとおり、特に大きな違いはあ

りません。 

 

（１）建設費の比較 

    地下鉄の建設費は、地盤や地質、駅舎構造等のさまざまな要素が影響するため、単

純に比較することはできませんが、本市地下鉄の建設年次に近い他都市の鉄輪地下鉄

との建設費の比較では、下表のとおりキロ当たり建設費はやや低くなっています。 

 

  【南北線との比較】 

事業者 路線名 開通初年～全開通年 キロ当たり建設費 

札幌市 南北線 1971～1978 ５５億円 

東京地下鉄 千代田線 1969～1979 ７０億円 

大阪市 千日前線 1969～1981 ７２億円 

東京地下鉄 有楽町線 1974～1988 １８９億円 

 

  【東西線との比較】 

事業者 路線名 開通初年～全開通年 キロ当たり建設費 

札幌市 東西線 1976～1999 １３９億円 

名古屋市 鶴前線 1977～1993 １２５億円 

東京地下鉄 半蔵門線 1978～1989 ２９２億円 

東京都 新宿線 1978～1989 ２３５億円 

 

  【東豊線との比較】 

事業者 路線名 開通初年～全開通年 キロ当たり建設費 

札幌市 東豊線 1988～1994 ２２７億円 

名古屋市 桜通線 1989～1994 ２７１億円 

大阪市 長堀鶴見緑地線 1990～1997 ２４０億円 

東京地下鉄 南北線 1991～2000 ２７９億円 

※出典：日本地下鉄協会発行「日本の地下鉄」2007年 3月発行 

 

 

 

 

 

 

【裏面へ】 



 

（２）維持管理費の比較 

    国土交通省が毎年公表している地下鉄事業者の実績コスト比較の結果では、札幌市

の地下鉄の線路や電路、車両等を含めた経費は、鉄輪を採用している他都市地下鉄よ

り低くなっております。（下表の比較の割合が低いほど安く運営している） 

    国の公表している実績コストは、各事業者共通で比較可能な線路費、電路費、車両

費、列車運転費、駅務費の５費目についての基準比較方式（ヤードスティック方式）

により基準コストを算出し、実際の経費として実績コストを示しています。 

 

    基準コストと実績コスト（H24） 

NO 事業者 ①基準コスト(百万円) ②実績コスト(百万円) 比較②/① 

1 東京地下鉄 128,373 131,180 102% 

2 札幌市 16,544 14,853 90% 

3 仙台市 3,979 4,538 114% 

4 東京都 55,584 59,213 107% 

5 横浜市 15,870 12,275 77% 

6 名古屋市 35,034 32,482 93% 

7 京都市 9,837 9,810 100% 

8 大阪市 61,168 60,220 98% 

9 神戸市 9,111 8,999 99% 

10 福岡市 10,287 10,389 101% 

※出典：国土交通省鉄道局 HPより 

「JR旅客会社,大手民鉄及び地下鉄事業者の基準単価・基準コスト等の公表について」 

    （ただし、右欄の「比較」項目は説明のために交通局で追加したものです。） 

   ※用語解説 

    線路費  ：線路や路盤の維持補修、作業管理に要する経費 

    電路費  ：電車線や信号設備等の維持補修、作業管理に要する経費 

    車両費  ：車両の整備補修、作業管理に要する経費 

    列車運転費：列車の運転や作業管理に要する経費 

    駅務費  ：駅の維持や乗車券の発行等に要する経費 

    基準コスト：各費目の経費を施設量で除した後に事業環境などの相違を示す指標で

回帰分析した結果の理論値（基準単価）に施設量を乗じたもの。 

    実績コスト：実際に支出した費用 

 

（３）まとめ 

    本市のゴムタイヤ方式の地下鉄は、昭和 30年代後半に市内の人口増加の輸送対策

として計画された「高速軌道計画」に基づき、札幌五輪に合わせて建設された南北線

から導入されました。この高速軌道計画では、都心部は地下、周辺部は地上を走行さ

せる計画であったため、鉄輪の普通鉄道よりも騒音が尐なく、小回りのきく地下鉄を

目指して、パリのゴムタイヤ地下鉄をモデルとして独自に開発されたものです。 

    現在でも、静かで、脱線の恐れがない安全な地下鉄として、正確な運行を維持して

おります。 

 



 

追加資料４ ICカード（SAPICA）の普及状況について（P.5左） 

 

 

１ 運用枚数及び ICカード利用率（H24年 4月～H25年 8月） 

 

（平成 25年 6月は記念 SAPICA約 10,000枚を発売している。） 

 

 

２ 今後の普及目標について 

関係バス事業者と協力しながら、平成 29年度末までに 100万枚の運用枚数を目標とし

ている。 

 

※ 運用枚数 … 総発行枚数から返却された枚数を差し引いた、実際に使用できる枚数

のこと。 
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追加資料５ 公共交通の料金体系 
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